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セ
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タ
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誕
生

年
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あ
ゆ
み
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「第
３
次
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
ウ
ィ
ザ
ス
・
プ
ラ
ン
」

の
基
本
目
標
２
の
中
に
は
、
「市
附
属
機
関
等
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
」
と
い
う
具
体
的
施
策
が
あ
り
ま
す
。

附
属
機
関
と
は
、
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
決
定
す
る
時
な
ど

に
、
市
民
や
専
門
家
・
関
係
団
体
の
意
見
を
伺
う
場
と
し
て
設
置
す

る
審
議
会
や
協
議
会
・
懇
話
会
等
を
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
審
議
会
等
に
、
男
女
の
委
員
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
加

わ
る
こ
と
で
、
幅
広
い
活
発
な
意
見
交
換
な
ど
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た

女
性
委
員
の
参
画
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
の
で
す
。

兵
庫
県
男
女
家
庭
課
で
は
、
県
下
市
町
の
審
議
会
等
に
つ
い
て

女
性
委
員
の
割
合
を
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。

そ
の
調
査
の
結
果
、
平
成

年
４
月
現
在
で
、
芦
屋
市
の
割
合
は

26

.
6
％
、
県
内
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

37
し
か
し
県
内
第
１
位
と
は
い
え
、
本
市
の
計
画
で
は

「附
属
機
関

等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
が
平
成

年
度
ま
で
に

％
以
上
」

29

40

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
ま
だ
目
標
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
割
合
は
任
期
満
了
に
よ
る
委
員
の
入
れ
替
わ
り
や

団
体
か
ら
の
推
薦
な
ど
に
よ
っ
て
増
減
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

男
女
が
共
に
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
を
尊
重
し

つ
つ
認
め
合
え
る

「男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

女
性
委
員
の
登
用
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

《県
内
１
位
》
芦
屋
市
附
属
機
関
委
員
に
女
性

・6
％

37

　昨年６月から、センター通信「ウィザス」の編集に参加しています。

　「男女共同参画」という難しい６文字熟語に、最初は？？？と戸惑っていましたが、

８カ月経った今では、『男性と女性、いっぱい違いはあるけれど、それを認め合いな

がら共に歩みましょう』という、とても素敵な理念だと納得するようになりました。

　国籍・宗教・肌の色などの違いが恐ろしいテロの原因にもなってしまう現代社会、

小さな力だとは思いますが、私たちもペンの力で、男女の違いが生む溝を少しでも

埋めることができますように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜橋）

　　芦屋市男女共同参画センター ウィザスあしや

〒 659-0065 芦屋市公光町 5-8 ( 公光分庁舎・北館１階 )
TEL.0797-38-2023 / FAX.0797-38-2175
E メール josei-ce@city.ashiya.lg.jp

　　　　　　■開　館 :月曜日～土曜日・午前９時～午後５時 30 分
　　　　　　■休　館 :日曜日・祝日・年末年始 (12 月 28 日～１月４日 )

　　　　　　　ホームページ  http://www.city.ashiya.lg.jp/danjo/withus/centerwithus.html

■平成 27 年３月発行 ( 春号 )

編集・発行

「ウィザス」は、
ウィズアス = with us

“共に生きる ―

男女共生社会”の

理念を

表しています。

男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
願
っ
て

―

～
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

へ
～

ウ
ィ
ザ
ス

あ
し
や

７

一時保育つき大人の読書タイム

　子育て中の皆さん、毎月第３火曜日の２時間、

ゆっくりとお好きな本を読んでみませんか？

　４月からは、第３月曜日（午前中のみ）も、

あなたの読書中、お子さんはセンター保育室

でお預かりします。

■日　時　【火曜日】３月17日・４月21日・５月19日

午前10時～正午/午後１時～３時

　　　　　【月曜日】４月20日・５月18日の午前中

　　　　　　　　　　　※各回・先着４人

■会　場　男女共同参画センター

■対　象　子育て中の親(祖父母を含む)と　

　　　　　子ども(２歳以上就学前児)

■一時保育　各回とも、先着・各４人

(１人 300 円 ) ＜要予約＞

■申し込み　毎月１日から、電話で下記へ

秘密厳守 面接相談女性相談
無料相談・予約専用電話　℡ 38-2022

～ご相談には、予約が必要です～

■日　程 ①第１土曜日 ②第１～４金曜日

■時　間 ①午前10時～正午〈１人50分〉

②午前11時～午後４時〈１人50分〉

■内　容　女性が抱えるさまざまな悩み

※一時保育(無料)あり〈要予約〉

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
半
年
後
、

芦
屋
市
女
性
セ
ン
タ
ー
職
員
公
募

に
応
じ
、
専
業
主
婦
か
ら
「
男
女

共
生
社
会
実
現
の
目
的
施
設
」
に

就
職
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
わ
ず
か
半
年

で
被
災
し
た
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、

震
災
復
興
優
先
の
た
め
予
算
も

人
手
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
外
部
団
体
の
協
力
を
得
て
開

催
し
た
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
』
の
申
し
込
み
の
電
話
が
鳴
り
続
け
、
被

災
地
の
芦
屋
で
、
市
民
一
人
一
人
が
何
か

を
し
た
い
、
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

震
災
で
配
布
不
能
に
な
っ
た
セ
ン
タ
ー

通
信
・
幻
の
創
刊
号
に
続
く
第
２

号
「
震
災
特
集
」を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
市
民
編
集
委
員
に
取
材
協
力
を

い
た
だ
い
て
、そ
の
夏
、
よ
う
や
く

市
内
で
配
布
で
き
ま
し
た
。

市
民
編
集
委
員
は
じ
め
、
講
座
企
画
委

員
・
保
育
グ
ル
ー
プ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
ア
シ

ス
タ
ン
ト
・
Ｈ
Ｐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
女
性
セ

ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
な
ど
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
実
に

多
く
の
市
民
の
手
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
の

年
の
セ
ン
タ
ー
事
業
が
回
っ
て
い
っ
た

20の
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成

年
２
月
、
５
周
年
記
念
フ
ェ
ス

12

タ
を
登
録
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

人
口

万
足
ら
ず
の
芦
屋
な
ら
で
は
の

10

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
始
ま
り
で
し
た
。
今
、
登
録
グ
ル
ー

プ
は
、
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
団
体
協
議

会
と
し
て
、
毎
年
、
市
と
共
催
し
て
ウ
ィ
ザ

ス
あ
し
や
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
内
容
を
発
表

し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
交
流
や
共
同
事
業
を

実
施
す
る
な
か
で
、
自
然
に
協
力
関

係
が
育
ま
れ
、
恒
例
と
な
っ
た
Ｄ
Ｖ

被
害
者
支
援
の
た
め
の
バ
ザ
ー
は
、

「
継
続
は
力
な
り
」
の
賜
物
で
、
男
女

共
同
参
画
つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

の
見
事
な
結
実
だ
と
思
い
ま
す
。

年
に
わ
た
る
私
の
職
業
生
活
は
、男
女

18
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
集
う
皆
さ
ん
か
ら
地

域
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
大
切
さ
を
教
え

ら
れ
、仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、未
熟
な
自
分
自

身
の
学
び
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。年
代
を

超
え
、多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
女
性
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
は
、私

の
人
生
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
、
山
梨
県
中
央
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
天
井
板
崩
落
事
故
の
犠
牲
者
の
中
に
私

の
娘
が
い
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
命

の
喪
失
感
と
理
不
尽
さ
に
仕
事
を
継
続
し

て
い
く
力
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
命
の
安
全
よ
り
も
経

済
効
率
を
優
先
し
た
高
速
道
路
の
管
理
会

社
を
司
法
へ
訴
え
、
事
故
の
原
因
究
明
、
責

任
の
追
及
、
再
発
防
止
の
た
め
に
、
民
事
裁

判
で
闘
っ
て
い
ま
す
。
遺
族
し
か
で
き
な

い
こ
と
、
遺
族
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

を
自
分
に
問
い
続
け
な
が
ら
。

芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
元
嘱
託
職
員

松

本

和

代



　昨年８月１日は、芦屋市女性（男女共同参画）センターが開設さ

れて20年目のスタートの日となりました。また、本年３月には、

20周年を記念した「ウィザスあしやフェスタ2015」が、男女共同

参画団体協議会とセンターが共催して開催されます。

　今回の特集では、センター誕生前後の女性施策担当課長だった

林雍子さんにお話をうかがう中で当時を振り返り、また男女参画

社会の実現に必要なこととは何かについて考えたいと思います。

■「芦屋市女性施策」の幕開け

　私が「女性対策担当」課長の辞令をいただいたのは、平成３

年４月１日のことでした。

　芦屋で初の女性課長となった訳ですが、まだ女性施策自体

が実績のない施策だったため、予算もゼロの状態でした。

あるものは、ただ事務机１つだけというスタートでした。

　さらに当時は、東京周辺では先駆的な取り組みを行ってい

る都市もありましたが、まだまだ模索の段階にありました。

　けれどもそんな“ないないづくし”の状況だったからこそ、

県や阪神間各市との連携や情報交換は緊密に行われ、職員間

も親密でした。また国も、地方自治体からの問い

かけに、親切に答えてくれました。芦屋にとって

国の補助金を獲得する方法を考えるのは、最初

の段階でのとても大切な仕事の１つでした。

■市政モニター「アスパップレデ ィ」

　平成3年 4月 27日、全国初の女性市長・北村春江氏が

市長に就任しました。

　新しい女性市長の下、女性を対象とした事業が必要となり、

市民に市政をモニターしていただく「アスパップレディ」を

立ち上げました。

　「女性だけでは問題じゃないか？」との意見も出ましたが、

当時は審議会ほか政策意思決定の場は男性が大多数という

現状でしたから、そんな中では女性ばかりのモニターがあっ

てもいいのではないかということになり、女性目線での問題

点を市長に提言する女性市民による市政モニター「アスパッ

プレディ」が誕生しました。

　地域によって偏りが出てはいけないので、当時は各小学校

区に 3人、合計27人のアスパップレディが就任しました。

　任期は１年、毎年公募で選んでいきましたが、関わってく

ださったメンバーは後に女性センターでの活動の核になっ

ていき、ルナ・ホールでの講演会や市民センターでの展示、

センター通信「エメラルド」創刊号の表紙絵なども担当して

くださいました。日々の暮らしの中で、自分のアイデンティ

ティを考えていた皆さんが、女性センターに関わってきたと

思います。そして、私はアスパップレディをはじめとして、

多くの市民の皆さんと二人三脚で歩んできました。

　私は、女性問題に関心を持っている市民はセンターの財産

だと思ってきましたし、私自身の財産ともなっています。

■「芦屋市女性センター」オープン

　芦屋市に女性センターがオープンしたのは、平成６年８月

１日のことです。場所は精道小学校の北側にあった平屋の

木造家屋で、そこからのスタートでした。

　当時、ほかの市施設と同様、女性センターを利用する市民

から使用料を徴収すべきだという議論がありました。

　けれど、センターの設備等が十分ではなかったこともあり、

使用料徴収を当分見合わせて、より多くの市民に使っていた

だいた方が良いと、当時は考えていました。

　「女性センター」という名称は、ただでさえ

男性が入りにくいという意見がありました。

　しかし、男性や年配のかたたちにも女性施

策を理解していただきたく、そのひとつとして、毎年グルー

プ活動に移行されていた芦屋川カレッジの皆さんに場の提

供を提案。以来、芦屋川カレッジの皆さんが女性センターの

活動に関わっていただくことにつながっていきました。

　センターが大原町に移転したときには、自治会など地域の

かたにも利用していただくよう、印刷機を使ってもらうよう

呼びかけました。そしてそれ以後、自治会も利用していただ

けるようになり、これで男性や地域の人にも利用してもらえ

る「女性センター」になっていったのです。

■阪神・淡路大震災でセンターも避難所に

　その大震災に見舞われたのは、女性センターが開設されて

まだ６カ月目の平成７年１月17日未明のことでした。

　その前年から準備していたセンター通信「エメラルド」創

刊号の印刷も終え、配布しようとしていた矢先でした。

　私は、その日の早朝から市役所に設置された災害対策本部

で被災市民への緊急対応が優先勤務となり、女性施策は事実

上一時棚上げ状態となりました。

　女性センターも翌日には避難所となり、半年くらいの間は

近隣の市民が避難されていました。センターには小さな庭が

ありましたので、犬を連れてくる人もいらっしゃいました。

　けれど、そんな中にも被害が少なかったメンバーが集まり、

ボランティアで避難所の運営に関わってくれた

り、その年の 7月には「エメラルド」2号が発行で

きるように作業を進めてくださっていました。

　また、市民モニター「アスパップレディ」の皆さ

んも、自主的に『女性目線の防災対策』を提案する

などの活動を続けてくださっていました。

１ ２

■「男女共同参画センター」への名称変更

　「女性センター」から「男女共同参画センター」へと名称が

変わったのは、平成19（2007）年１月１日からです。

　それに合わせて、平成19年の夏号（第50号）からセンター

通信「エメラルド」が「ウィザス」へと名称を変更しました。

　「女性センター」という名称は、女性施策の適切な表現では

ないと思っていたので、名称変更への抵抗はなかったですね。

ただ名称が長い点には、ちょっと抵抗はありましたが…。

■印象に残る事業

　平成５年４月に開催した「婦人週間記念事業」は印象深い

イベントでした。政策意思決定の場にいる女性（北村春江芦

屋市長・沢光代逗子市長・加藤ひとみ鶴ヶ島市収入役）の主張

を聞くシンポジウムに、全国から900人ほども集まりました。

　女性が意思決定の場に立つことを、多くのかたが期待して

いると、ひしひし感じました。

　また、映画字幕の翻訳者で有名な戸田奈津子さんの講演会、

憲法策定時に女性で参加したベアテ・シロタさんの講演会も

印象に残っています。

　これらの事業を進めるため、市民意識調査や懇話会の実施、

庁内に女性施策推進会議を設置して行動計画を策定し、方針

決定したことも印象深いです。

　また、市内の各団体との連携が課題だと思っていました。

　「女性の悩み相談」ではＤＶ撲滅に関する相談を実施して、

深刻な状況があることを知りました。

　ＤＶ撲滅に関する啓発を、芦屋警察署や市内各団体と連携

して行いましたが、今もそうした啓発を継続されていること

は素晴らしいと思います。

■未来へ託したいこ と

　全体的な意識の問題や、意思決定の場への女性の参加への

問題などは変わっていないと思います。ここが変わらない

限り、女性の力が発揮しにくいですね。

　男女共同参画社会の考え方が、多くの人に徐々に浸透しつ

つあるようです。当初は、私たちにも戸惑いがあり理解して

いただくことが難しい点もありました。しかし、時代の流れ

と共に市民の皆さんに浸透しつつあるようです。

　例えば、保育所に迎えにきている男性の姿を普通に見るよ

うになりました。　女性に

とって、働きやすい環境

が充実してきているのだ

と思います。

　今後も、市民の皆さん

をはじ め、より多くの

人々に浸透していくこと

を願っています。

20 周年のあゆみ

内　　　　容年

【芦屋市市制施行 50 周年】

☆市長室に「女性対策担当」設置 (４月 )
☆市政モニター「アスパップレディ」発足 (11 月 )

☆「女性に関する諸問題についての市民意識調査」実施 (５･６月 )
☆「芦屋市女性施策推進懇話会」設置 ( ６月 )
☆「芦屋市女性施策推進会議」設置 ( ６月 )

☆市長室女性対策担当＜組織改正＞ ( ４月 )
☆懇話会「男女共同参画型社会の実現を目指して」提出(６月)

1990 年
(平成２年 )

1991 年
(平成３年 )

1992 年
(平成４年 )

1993 年
(平成５年 )

★芦屋市女性センター設置（８月１日 / 精道町５番 11 号）

☆女性の諸問題に関する相談事業開始 ( ９月 )
1994 年

(平成６年 )

【１月 17 日　阪神・淡路大震災】

★女性センター通信「エメラルド」創刊号発行（１月）
1995 年

(平成７年 )

☆企画財政部女性施策担当＜組織改正＞ ( ４月 )

★女性センター移転（９月24日/大原町2-6 ラ・モール芦屋２階）
1996 年

(平成８年 )

☆「芦屋市男女共同参画推進本部」設置（９月）

☆「芦屋市男女共同参画推進委員会」設置（12月）
1997 年

(平成９年 )

☆「芦屋市男女共同参画行動計画 ウィザス・プラン」策定(６月)
1998 年

( 平成 10 年 )

★女性センター開設５周年（８月１日）
1999 年

( 平成 11 年 )

★５周年記念フェスタ開催（２月 19日・20 日）

☆総務部女性施策担当＜組織改正＞ ( ４月 )

☆ＤＶ専門相談開始 ( ４月 )

2000 年
( 平成 12 年 )

☆「芦屋市男女共同参画に関する市民意識調査」（１･２月）

☆市政モニター「アスパップレディ」終了（３月）
2002 年

( 平成 14 年 )

☆「第２次男女共同参画行動計画ウィザス・プラン」策定 (３月 )

☆女性施策担当を、男女共同参画推進担当に名称変更(４月)
2003 年

( 平成 15 年 )

☆男女共同参画推進担当を、市民参画課に組織変更 ( ４月 )

★女性センター開設 10周年（８月１日）
2004 年

( 平成 16 年 )

★ 10 周年記念フェスタ開催（２月 26日～３月５日）
2005 年

( 平成 17 年 )

★「男女共同参画センター　ウィザスあしや」に施設名変更　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月１日～）
2007 年

( 平成 19 年 )

★芦屋市男女共同参画センター 15 周年（８月１日）
2009 年

( 平成 21 年 )

★ 15 周年記念フェスタ開催（３月１日～ 30日）
2010 年

( 平成 22 年 )

★男女共同参画センター移転

（４月 / 公光町５番８号・公光分庁舎北館１階）
2013 年

( 平成 25 年 )

★男女共同参画センター 20 周年（８月１日）
2014 年

( 平成 26 年 )

★ 20 周年記念フェスタ開催（３月 15日～ 21 日）
2015 年

( 平成 27 年 )

芦屋市男女共同参画センター

　　　　　　　ウィザスあしや

（公光分庁舎・北館１階）

●平成 27 年２月、林さんに

　女性センター誕生のころ

　のお話を、現在の市民編

　集委員がお聞きしました。
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「エメラルド」　23 号～ 46 号

第 23 号

2000( 平成 12) 年 秋号

≪特集≫シルバー世代の

意識 を探る

第 24 号

2001( 平成 13) 年 冬号

≪特集≫女性の政治参画

ー芦屋の女性市議に聞くー

第 26 号

2001( 平成 13) 年 夏号

≪特集≫こんなに違う、　

　　夫 婦の意識

第 25号

2000( 平成 13) 年 春号

≪特集≫自 立

パラサイト・シングルのゆくえ

第 27 号

2001( 平成 13) 年 秋号

≪特集≫子どもをたたくって

いけないこと？

第 28号

2001( 平成 14) 年 冬号

≪特集≫ 私 が 創 る

　　 私 の 老 後

第 29 号

2002( 平成 14) 年 春号
≪特集≫

〈自己表現〉できていますか

第 30 号

2002( 平成 14) 年 夏号
≪特集≫

広がる市民活動の輪

第 31号

2002( 平成 14) 年 秋号
≪特集≫

「主婦が働く」を考える

第 32 号

2003( 平成 15) 年 冬号
≪特集≫

絵本とジェンダー

第 33 号

2003( 平成 15) 年 春号
≪特集≫

女性専用車が行く

第 34号

2003( 平成 15) 年 夏号
≪特集≫

第２次“ウィザスプラン”策定

第 35 号

2003( 平成 15) 年 秋号
≪特集≫

映画を数倍楽しむ方法

第 36 号

2004( 平成 16) 年 冬号
≪特集≫

こんにちは！市長さん

第 37号

2004( 平成 16) 年 春号
≪特集≫

のりきろう更年期

第 38 号

2004( 平成 16) 年 夏号

≪特集≫“お父さん”

していますか

第 39 号

2004( 平成 16) 年 秋号

≪特集≫気になりませんか？

“主人”という言葉

第 40号

2005( 平成 17) 年 冬号
≪特集≫

女三界に家あり！

第 41 号

2005( 平成 17) 年 春号
≪特集≫

女性と年金

第 42 号

2005( 平成 17) 年 夏号
≪特集≫

男の涙

第 43号

2005( 平成 17) 年 秋号

≪特集≫データで知る

世界の中の日本

第 44 号

2006( 平成 18) 年 冬号
≪特集≫

食について考える

第 45 号

2006( 平成 18) 年 春号
≪特集≫

女性の悩み、100 年

第 46号

2006( 平成 18) 年 夏号
≪特集≫

怒るっていけないこと？
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「ウィザス」市民編集委員を紹介します

「ウィザス」　69 号～ 80 号

第 69 号

2012( 平成 24) 年 春号

≪特集≫会ってみたいな

現在・過去・未来の弁当男子

第 70 号

2012( 平成 24) 年 夏号
≪特集≫

あしやの男女共同参画

第 71号

2012( 平成 24) 年 秋号
≪特集≫

介護は、男女で共に

第 72 号

2012( 平成 24) 年 冬号
≪特集≫

性暴力から子どもを守る

第 73 号

2013( 平成 25) 年 夏号
≪特集≫

公光町に移転しました！

第 74号

2013( 平成 25) 年 秋号

≪特集≫第３次ウィザス・

プランを策定

第 75 号

2013( 平成 25) 年 冬号

≪特集≫「エンディング・

　デザイン」のススメ

第 76 号

2014( 平成 26) 年 春号
≪特集≫

「カジメン」のススメ

第 77号

2014( 平成 26) 年 夏号

≪特集≫育休とってパパも

 “地域デビュー”

第 78 号

2014( 平成 26) 年 秋号
≪特集≫

子育て期の女性たち

第 79 号

2014( 平成 26) 年 冬号

≪特集≫男性にもあります

　　「更年期」

第 80 号

2015( 平成 27) 年 春号

≪特集≫　センター誕生

20 年のあゆみ

ウィザスに参加して7年。

知ってよかったぁと感じた

情報を、これからも記事で

伝えていきたいです。

　　　　　　上田　律子

　「老害を 気にしつつ 意見言い」　

後期高齢者

思えばずーっと日本語と格闘して　

きたように思います。

　　　　　　　岩﨑　準一

男女平等の願いを繋いで 20年！

今回（第80号）の表紙は、

ウィザスの成人式をイメージして

描いてみました。

　　　　　　　菅　　朱美

母・妻・娘、そして

雑誌ライターをしています。

ウィザス参加で、新たな地平が

見えてきたような…。

　　　　　　　　浜橋　多恵子

市民編集委員になったのは

昨年の７月から。

ウィザスが多くの皆さんに

読まれるようガンバリます。

　伏野　　彰

思うように描けなくて折れそうに

なる私に、息子（小四）から一言。

「母さんならできる、あきらめるな！」

　息子よ、いつもありがとう。

　　　　　　　　水木　英子

20年のうちの 15年を

ウィザスに伴走し、

成長を見守ってきました。

　　　　　　　村上　由起

●「ウィザス」は、市民７人

　の編集ボランティアと、

　センター職員とで編集

　し、発行しています。

●編集委員は、企画・取材・

　イラスト作画・記事編集

　など、役割分担して毎号

　紙面を作成しています。

●「ウィザス」は、今後とも

　編集委員の協力を得て、

　年間４回というペースで

　発行していきます。

私 た ち が 編 集 ス タ ッ フ で す ！


